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　七
夕
を
前
に
し
た
日
曜
日
、
歴

史
や
五
郎
兵
衛
で
、
近
く
の
子
ど

も
た
ち
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
素

敵
な
七
夕
飾
り
が
出
来
ま
し
た
。

　折
し
も
、
九
州
熊
本
県
の
豪
雨

災
害
、
東
京
都
や
全
国
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
じ
わ
じ
わ
と

増
え
て
い
る
等
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
日
で
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
、こ
ん
な
に
い
っ

ぱ
い
願
い
事
し
て
大
丈
夫
か
な
、

い
や
い
や
、
願
わ
な
き
ゃ
叶
わ
な

い
か
ら
と
言
い
な
が
ら
、
頑
張
っ

て
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
り
ま
す
よ
う
に
」

「
川
が
あ
ふ
れ
出
ま
せ
ん
よ
う
に
」

「
来
年
こ
そ
は
祭
り
が
で
き
ま
す
よ

う
に
」

「
平
和
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
」

そ
し
て
、

「
み
ん
な
の
お
願
い
事
が
叶
い
ま
す

よ
う
に（
わ
た
し
の
も
）」

　き
っ
と
叶
う
か
ら
・・
。
短
冊
が

風
に
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

　

   

　
　
　
　
　
　（髙
桑
佳
子
）

　
　
委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
安
達
一
雄

　
　
委
　
員
　
　
中
野
勝
正

　
　
委
　
員
　
　
三
輪
　
正

　
　
委
　
員
　
　
小
黒
博
泰

　
６
月
定
例
会
の
補
正
予
算

は
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
が
主
な
内
容
で
し

た
。

　
こ
の
感
染
症
に
よ
り
、
経

済
へ
の
影
響
が
長
期
化
す
る

懸
念
が
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
町
も
、
コ
ロ
ナ
と
の
共

存
を
前
提
に
、
新
し
い
生
活

様
式
を
守
り
な
が
ら
、
町
の

活
性
化
を
推
し
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
で
の
会
議
も
、
密

閉
、
密
集
、
密
接
は
避
け
て

通
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

困
難
な
問
題
が
あ
る
時
こ

そ
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

議
員
全
員
が
力
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民

と
共
に
歩
む
議
員
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
議
員
全
員
が
質

の
高
い
議
会
を
目
指
し
て
、

努
力
、
研
鑽
し
て
参
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
の
架
け
橋
の
役
割

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
ご

協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
中
野
勝
正
）
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コロナがおさまりますように
議会だより
QRコード

モニターの皆さんからのご意見ご参加いただいた第３期議会モニターの皆さん
南波久敏さん  島明日香さん  遠藤敬子さん  佐藤光代さん  金子俊治さん南波久敏さん  島明日香さん  遠藤敬子さん  佐藤光代さん  金子俊治さん

7　
　 7 議会×議会モニター　意見交換会

一般質問について
時代に則した鋭い質問もあり、
毎回楽しみである。質問内容
が、枝葉に分かれていき、本来
の質問との違和感を持つことが
あった。表現が甘く、伝わりに
くい部分もあり、全体的にもう
一押しが欲しい。

時代に則した鋭い質問もあり、
毎回楽しみである。質問内容
が、枝葉に分かれていき、本来
の質問との違和感を持つことが
あった。表現が甘く、伝わりに
くい部分もあり、全体的にもう
一押しが欲しい。

議会だよりを読んで
写真やグラフを使い工夫されていて、以前より大変
見やすくなり、毎回楽しみである。
２色刷りだが、現在の青色よりも緑色の方が見やす
いのではないか。

写真やグラフを使い工夫されていて、以前より大変
見やすくなり、毎回楽しみである。
２色刷りだが、現在の青色よりも緑色の方が見やす
いのではないか。

皆さんのご意見を今後に活かして参ります。ありがとうございました。
令和２年９月10日からは新たに議会モニターの任期が始まります。
募集について、詳しくは、７月の回覧文書及び広報いずもざき８月号をご覧ください。
皆様に関心を持っていただけたら嬉しいです。

皆さんのご意見を今後に活かして参ります。ありがとうございました。
令和２年９月10日からは新たに議会モニターの任期が始まります。
募集について、詳しくは、７月の回覧文書及び広報いずもざき８月号をご覧ください。
皆様に関心を持っていただけたら嬉しいです。

全員協議会について
事前通告によって、分かり
やすくなった。根拠がな
く、思いつきのままでは意
見が伝わらない。対案を持
って臨んでもらいたい。

事前通告によって、分かり
やすくなった。根拠がな
く、思いつきのままでは意
見が伝わらない。対案を持
って臨んでもらいたい。

議会改革を進めるために
議員の勉強会やサロン議会はとても良いこと
だと思う。行政の現状を知り、町民の声を結
びつけて欲しい。

議員の勉強会やサロン議会はとても良いこと
だと思う。行政の現状を知り、町民の声を結
びつけて欲しい。

議会モニターについて
人数を増やすということだが、ただ募集するだけでは集
まらない。議会に関心を持ってもらうためにも、「意見
を聞きたい」と目的を持って各種団体から、参加いただ
くのが良いと思う。
また、議会のきまりやしくみは難しいので、モニターに
は最初に教えて欲しい。

人数を増やすということだが、ただ募集するだけでは集
まらない。議会に関心を持ってもらうためにも、「意見
を聞きたい」と目的を持って各種団体から、参加いただ
くのが良いと思う。
また、議会のきまりやしくみは難しいので、モニターに
は最初に教えて欲しい。
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６ 月 定 例 会 ６月19日～24日（６日間）会 期令和２年

町民支援へ経 済活性化強化対策 !!町民支援へ経 済活性化強化対策 !!町民支援へ経 済活性化強化対策 !!町民支援へ経 済活性化強化対策 !!
特別商品券　　2,395万円

６月定例会で決まった補正予算

※金額は千円未満は切り捨て

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

・国庫支出金� 5,635万円
・繰入金� ▲1,058万円
・諸収入� 250万円
・町債� 480万円
・寄附金� 23万円

・国庫支出金（交付金追加）� 1,000万円
・繰入金（一般追加）� 191万円
・繰越金（前年度）� 208万円
・町債（追加）� 1,000万円

・コンビニ交付システム構築業務委託料� 660万円
・町持ち帰等利用促進料支援金追加� 500万円
・特別商品券利用事業交付金� 2,395万円
・町「学びの継続」応援支援金� 500万円
・小・中学校内LAN電源キャビネット整備工事請負費� 660万円

・出雲崎地区
　　　施設機能強化対策工事請負費� 2,200万円
・施設維持修繕工事請負費� 200万円

一般会計補正予算（第４号）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計（第２号）（専決） 520万円 38億2,375万円
一 般 会 計（第３号）（専決） 1,427万円 38億3,802万円
一 般 会 計（第４号） 5,316万円 38億9,119万円

特別
会計

国民健康保険事業（第１号） 154万円 5億  594万円
農業集落排水事業（第１号） 2,400万円 1億4,680万円

▲は減額

町長専決処分
　町税条例等の一部改正
　　地方税法等の一部改正によるもの� （起立全員で可決）

　町一般会計補正予算（第２号及び第３号）
　　第２号は不織布マスクを全町１戸に１箱配布
� （起立全員で可決）
　　第３号は新型コロナウイルス感染症に関する支援事業で、町

ひとり親家庭等応援支援金・子育て世帯への臨時特別給付金・
町持ち帰り等利用促進支援金について� （起立全員で可決）

補
正
予
算
質
疑

主
な
質
疑
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

６月19日

小
黒
議
員

 

追
加
の
内
容
に
つ

い
て総

務
課
長

 

４
月
の
全
員
協
議

会
で
説
明
し
た
内
容
の
と
お
り

で
ド
ア
の
変
更
及
び
広
場
の
舗

装
工
事
。

中
川
議
員

 

追
加
の
内
容
に
つ

い
て保

健
福
祉
課
長

 

ふ
れ
あ
い
の
里
を

避
難
所
に
指
定
し
、
不
具
合
を

修
繕
、
児
童
福
祉
施
設
の
修
繕

料
追
加
は
、
川
西
遊
園
地
の
遊

具
２
ケ
所
を
取
り
替
え
る
。

加
藤
議
員

 

こ
の
お
金
は
、
国

庫
に
入
る
の
か
。

総
務
課
長

 

町
か
ら
支
給
さ
れ

る
の
で
入
ら
な
い
。

髙
桑
議
員

 

追
加
の
内
容
に
つ

い
て教

育
課
長

 

音
楽
の
非
常
勤
講

師
か
ら
吹
奏
楽
部
の
指
導
員
を

し
て
も
ら
う
。

安
達
議
員

 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

修
繕
内
容
に
つ
い
て

教
育
課
長

 

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
を
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
も

使
用
で
き
る
よ
う
に
改
修
す

る
。三

輪
議
員

 

内
容
に
つ
い
て

総
務
課
長

 

各
施
設
、
避
難
所

に
非
接
触
型
体
温
計
及
び
マ
ス

ク
・
消
毒
剤
等
を
置
く
も
の
。

諸
橋
議
員

 

補
助
金
の
内
容
に

つ
い
て

産
業
観
光
課
長

 

特
別
栽
培
米

「
出
雲
崎
の
輝
き
」
が
１
俵
当

り
２
万
円
に
な
る
よ
う
に
補
助

金
を
考
え
た
。

中
野
議
員

 

内
容
に
つ
い
て

総
務
課
長

 

今
年
度
４
月
か
ら

会
計
年
度
任
用
職
員
を
採
用
す

る
。高

橋
議
員

 

内
容
に
つ
い
て

産
業
観
光
課
長

 

全
国
放
送
で
Ｔ

Ｂ
Ｓ
「
ひ
る
お
び
」
と
フ
ジ
テ

レ
ビ
「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」
の

中
で
放
送
し
て
も
ら
う
。

特
別
職
給
料
減（
町
長
）

▲64.9万円

教
育
振
興
費
の
部
活

動
指
導
員
報
酬
追
加

50.3万円

危
機
管
理
対
策
費
、

消
耗
品
費
追
加

90.0万円

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
費
　

施
設
修
繕
料
追
加
及
び
児
童
福
祉

施
設
費
の
施
設
修
繕
料
追
加

63.8万円

ふ
る
さ
と
交
流
広
場

整
備
工
事
追
加

155.1万円

体
育
施
設
費
の
施
設

修
繕
料
追
加

38.0万円

農
業
振
興
費

広
告
料

150.0万円

良
寛
記
念
館
管
理
費
、
会
計

年
度
任
用
職
員
報
酬
追
加

17.6万円

農
業
振
興
費
の
特
別
栽
培

米
買
取
支
援
事
業
補
助
金

25.2万円

可決した条例改正
■町特別職の職員で非常勤の職員報酬及び費用弁償に関する 
　条例の一部改正
　・農業委員会委員及び、農地利用最適化推進委員の報酬についての改正

で、月額＋活動能力給が支給される。加算額については毎年予算の範
囲以内で定める。

■町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
　・特殊作業手当の中に家畜伝染病の一部を加える。
■町手数料微収条例の一部改正
　・法律の一部改正によるもの。
■町国民健康保険条例の一部改正
　・法律の一部改正によるもの。
■町後期高齢者医療に関する条例の一部改正
　・傷病手当金の支給に係る申請書提出の受付を町でする為。
■町固定資産評価審査委員会条例の一部改正
　・法律の一部改正によるもの。

岡　田　美由紀 氏（再任・松本）
森　山　一　郎 氏（同上・立石）
佐　藤　一　也 氏（同上・稲川）
内　藤　　　仁 氏（同上・久田）
諸　橋　清　隆 氏（新任・柿木）

出雲崎町農業委員会委員の任命に同意
（６月定例会）

案案 件件人人 事事

陳情
陳情第５号
「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助
制度の創設を求める意見書の採択に関する陳情
陳情第６号
「後期高齢者の医療窓口負担の現状維持を求め
る意見書」の採択に関する陳情

原案可決

不採択

議決
結果

審査
結果

可決された意見書
発議第１号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を要望す

る為、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する

ふるさと交流広場完成イメージ図

新型コロナ新型コロナ
ウイルス対策ウイルス対策

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会
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４
月
臨
時
会

４ 月 臨 時 会 ４月28日（１日間）会 期

４月臨時会では町長専決処分による、令和元年度一般会計補正予算、条例の一部改正など議案６件が提出
され、慎重審議の結果、いずれも原案のとおり可決・承認しました。

（▲は減額）

（▲は減額）

※金額は千円未満は切り捨て

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計    （第７号） （専決） ▲1,142万円 33億7,288万円

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計    （第１号） 5億655万円 38億1,855万円

令和元年度一般会計補正予算（第７号）（専決）

令和２年度一般会計補正予算（第１号）

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

・子ども・子育て支援臨時交付金� ▲496万円
・地方交付税� 3,138万円
・土地売払収入� 226万円
・財政調整基金繰入金� ▲4,160万円

・特別定額給付金給付事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　� ４億4,127万円
・財政調整基金繰入金追加� 6,527万円

・塵芥処理費 � ▲419万円
・し尿処理費� ▲183万円
・町民有林造林事業補助金追加� 107万円
・道路維持費（除雪）� ▲810万円

・特別定額給付金事業費� ４億4,127万円
・町定額支援金� 4,350万円
・町子育て世帯応援支援金� 1,000万円
・商工業振興費� 1,137万円

承認した条例改正（専決）

承認した条例改正

◆町税条例等の一部改正………………地方税法等の一部改正によるもの。　　　　　　　　 　　（起立全員で可決）
◆町国民健康保険税条例の一部改正…地方税法施行令等の一部改正によるもの。　　　　　　　（起立全員で可決）
◆町介護保険条例の一部改正…………介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等の
　　　　　　　　　　　　　　　　　一部改正によるもの。　　　　　　　　　　　　　　　　（起立全員で可決）

◆町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正
　令和２年５月１日から同年５月31日までの間、町長の給料月額については第２条の規定にかかわらず、同条の

規定により支給されることとなる額からその額の10分の10に相当する額を減じた額とするもの。
（賛成６、反対３　　起立多数で可決）

供託金が導入されるとともに、条例により、次のものが公費で
実施できます。
　①選挙用自動車の使用
　②選挙運動用ビラの作成
　③選挙運動用ポスターの作成
　　選挙におけるビラ頒布も解禁となります。

選挙の候補者が選挙管理委員会に預けるお金です。町議
会議員選挙は15万円です。
選挙後に返還されますが、一定の得票数以下だと没収さ
れることになります。

供託金について
詳しく教えて

令和３年 町議会議員選挙が変わります！

何が変わるの？
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小
学
生
議
会
見
学

出雲崎小学校６年生出雲崎小学校６年生がが６月定例会６月定例会をを傍聴傍聴
　６月定例会初日の６月19日、社会科の学習で、出雲崎小学校の６年生が議会の傍聴に
来てくれました。傍聴後に感想を寄せてくれましたので、一部、ご紹介します。

４
・
２　
議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
（
議
会
だ
よ
り
第
107
号
）

　
　
９　
議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
（
議
会
だ
よ
り
第
107
号
）

　
　
15　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
23　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
６

　
　
27　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
28　
第
２
回
町
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
４

５
・
11　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
14　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
６

６
・
９　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
６
～
７

　
　
15　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
19　
第
３
回
町
議
会
定
例
会�

　
　
　
　
招
集
日

　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
２
～
３

　
　
　　
議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
（
議
会
だ
よ
り
第
108
号
）

　
　
22　
社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
23　
定
例
会
２
日
目（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
８
～
13

　
　
24　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
定
例
会
最
終
日

　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
７

　
　
29　
新
潟
県
町
村
議
会
議
長�

　
　
　
　
会
第
１
回
臨
時
総
会

　
　
　
　
（
新
潟
市
）

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

令
和
２
年
４
月
～
６
月

議会に参加できる人数や話
し合いの進め方、案の決定
の仕方など、学ぶことがた
くさんあって良かったです。

議会の人がとても出雲崎
のために取組んでいるこ
とが分かりました。たく
さんの人が協力して出雲
崎を支えてくれているこ
とが分かりました。

町のために議員さんが話し合っ
ていることを知りませんでした。
ほとんど何を言っているのか分
からなかったけど、頑張ってい
ることが伝わってきました。議
会の仕組みも分かりました。

町長が全部やっている
と思っていたけれど、
議長や議員、課長がい
て出雲崎町のことが
決まっていると知って
びっくりしました。

たくさんの案を出し
て、みんなが納得し
て町を動かすことが
大切だと分かりました。

人数は少なかったけれど、一人一人が町
のために意見を出し合い、がんばってい
てすごいなと思いました。僕も議員にな
れたら、活かしていきたいと思います。

すべてをまとめているのは、
町長だけではないことや議
案に番号があることが分か
りました。難しくてよく分
からない会話もあったけど、
しっかりついていける議員
さんを尊敬しました。

町のために真剣に考えているのが伝
わってきました。町をより良くする
ために、たくさんの議題について話
し合ってくれているから、安全で楽
しく暮らせるのだと思います。私は
将来、町や人のためにできることを
やれたらいいなと思いました。

議会でやってはならないこ
とや良い町にするための話
し合いなど、実際にやって
いることが知れて、出雲崎
にいて良かったと思いました。

素敵な感想をありがとうございました。
皆さんは出雲崎町の宝です。
将来、この出雲崎町をつくり、伝えていく人になってください。

議員の「異議なし！」が
かっこよかったです。学
べたことが書ききれませ
ん。面白かったです。
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を
発
行
す
る
。

高
橋
議
員

 

飲
食
業
に
は
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
に
対
す
る
助
成
が
で
き
な
い
か
。

　

奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
る
町
外
の

生
徒
に
配
慮
を
し
て
欲
し
い
。

　

第
二
弾
、
第
三
弾
を
期
待
す
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長 
第
一
弾
の
施
策
は
全
国
で
も

珍
し
い
。
全
町
民
・
子
育
て
世
代
・

商
工
業
者
を
重
点
的
に
支
援
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
に
お
け
る
問
題
は
、
今
後

の
推
移
を
見
な
が
ら
、
状
況
を
判
断

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

小
黒
議
員

 

給
付
金
は
、
世
帯
主
に

給
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
離
婚
調
停
中
の
方
々

に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に
支
給
す
る

の
か
。

総
務
課
長

 

Ｄ
Ｖ
関
係
に
つ
い
て

は
、
全
国
統
一
で
避
難
し
て
い
る
市

町
村
が
支
給
す
る
よ
う
通
知
が
き
て

お
り
、
適
正
に
対
応
す
る
。

中
野
議
員

 

町
商
工
会
員
で
な
い
事

業
者
へ
の
支
援
は
ど
う
考
え
る
か
。

産
業
観
光
課
長

 

支
援
策
は
、
売
上
げ

が
減
少
し
た
方
へ
の
支
援
で
あ
り
、

商
工
会
員
で
な
い
方
も
対
象
と
な
る
。

加
藤
議
員

 

不
要
不
急
の
外
出
に
つ

い
て
、
首
長
自
ら
が
防
災
無
線
に
よ

る
広
報
で
、
強
く
協
力
を
求
め
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
応
し
た
防
護
備
品
は
確
保

し
て
あ
る
の
か
。
町
の
備
蓄
マ
ス
ク

は
１
万
枚
あ
る
が
、
全
て
放
出
し
て

も
ら
い
た
い
。
町
独
自
の
支
援
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
。

総
務
課
長

 

こ
れ
ま
で
備
蓄
マ
ス

ク
、
消
毒
剤
等
を
小
・
中
学
校
・
医

療
福
祉
機
関
に
配
布
し
た
。

第
一
弾
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
応
援

支
援
金
を
子
ど
も
一
人
あ
た
り
２
万

円
、
保
護
者
に
給
付
す
る
。

国
が
行
う
特
別
給
付
金
10
万
円
に
加

え
て
、
全
て
の
町
民
に
１
万
円
を
支

給
す
る
。

　

ま
た
、
商
工
業
者
に
対
し
、
上
限

10
万
円
で
事
業
継
続
支
援
給
付
金
を

支
給
す
る
。

　

マ
ス
ク
に
つ
い
て
、
今
の
在
庫
数

で
は
全
町
民
に
お
配
り
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
検
討
し
た
い
。

　

広
報
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を

伝
え
る
に
は
、
紙
面
で
正
確
に
伝
え

た
方
が
い
い
と
考
え
、
今
回
臨
時
号

髙
桑
議
員

 

学
校
関
係
の
対
応
や
長

期
休
業
期
間
中
、
動
き
た
い
、
や
る

こ
と
が
な
い
状
況
の
な
か
で
子
ど
も

た
ち
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

教
育
長

 

学
校
も
教
育
委
員
会
も
試

練
の
場
と
し
て
警
戒
心
・
緊
張
感
を

持
っ
て
対
応
を
し
て
い
る
。
子
ど
も

の
安
全
確
保
の
た
め
に
家
庭
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ

る
。
学
校
・
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
に
衛
生
管
理
を
見
直
し
、
学
校
に

は
具
体
性
を
持
っ
て
一
層
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。

中
川
議
員

 

町
は
財
調
を
持
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
予
算
規
模
を
増
や
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

第
二
弾
、
第
三
弾
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

町
長 
総
合
的
に
判
断
し
、
商
工
会

と
十
分
に
打
合
せ
を
し
、
第
二
弾
、

第
三
弾
を
考
え
て
い
く
。

他
に
協
議
さ
れ
た
項
目

丸
ふ
る
さ
と
交
流
広
場
の
整
備
に
つ

い
て

丸
出
雲
崎
町
農
業
委
員
会
の
「
農
業

委
員
」
及
び
「
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
」
の
募
集
結
果
に
つ
い
て

総
務
課
長

 

町
内
全
世
帯
に
不
織
布

マ
ス
ク
を
１
箱
ず
つ
配
布
す
る
事
業

を
行
う
。

産
業
観
光
課
長

 

食
料
品
等
を
購
入
す

る
際
に
半
額
を
町
か
ら
補
助
す
る
半

額
フ
ェ
ア
を
実
施
す
る
。

保
健
福
祉
課
長

 

ひ
と
り
親
家
庭
等
に

つ
い
て
、
受
給
者
１
人
当
た
り
１
万

円
、
対
象
児
童
１
人
当
た
り
に
２
万

円
を
応
援
支
援
金
と
し
て
支
給
す
る
。

加
藤
議
員

 

避
難
所
に
お
け
る
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
は
設
置
す
る
の
か
。
町
に
製
紙
業

者
が
あ
る
の
で
段
ボ
ー
ル
等
で
制
作

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

 

避
難
所
５
か
所
に
加
え 

て
１
か
所
ふ
れ
あ
い
の
里
を
追
加
し
、

発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
方
を
受
け
入

れ
る
。
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
る

こ
と
は
、
有
効
で
あ
る
と
思
う
。

三
輪
議
員

 

町
が
一
括
購
入
し
た
マ

ス
ク
を
原
価
に
近
い
価
格
で
販
売
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

 

需
給
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
段
階
で

検
討
を
行
う
。

安
達
議
員

 

小
・
中
学
校
の
臨
時
休

校
が
長
引
い
て
お
り
、
授
業
時
間
の

確
保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長

 

補
充
を
特
に
長
期
休
業
中

に
消
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
必
然
で
あ
る
。
で
き
る
限
り
年
度

内
に
、
十
分
に
精
査
し
な
が
ら
今
後

の
補
充
の
体
制
を
考
え
て
い
く
。

中
野
議
員

 

事
業
継
続
支
援
給
付
金

に
つ
い
て
、
町
長
は
２
回
目
以
降
も

あ
る
と
答
弁
し
た
が
、
２
回
目
以
降

の
支
給
は
な
い
の
か
。

町
長

 

事
業
継
続
支
援
給
付
金
に
つ 

い
て
も
、今
後
の
給
付
金
の
使
わ
れ
方 

や
推
移
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

産
業
観
光
課
長

 

町
と
し
て
は
、
飲
食

業
の
方
へ
の
支
援
を
第
二
弾
と
し
て

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
今

後
、
第
三
弾
と
し
て
宿
泊
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
。

高
橋
議
員

 

奨
学
金
を
貸
与
し
て
い

る
学
生
へ
の
支
援
と
し
て
現
金
給
付

や
出
雲
崎
産
の
現
物
支
給
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。

教
育
課
長 

町
の
無
利
子
の
奨
学
金
を

追
加
募
集
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

町
長

 

町
は
で
き
る
限
り
の
支
援
を

し
た
い
。
国
の
支
援
の
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
町
実
態
に
則
し
た
中
で
対

全
員
協
議
会

主
な
も
の
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

全
員
協
議
会

第
４
回  
４
月
23
日
㈭

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

第
５
回  

5
月
14
日
㈭

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
町
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
関
わ
る
学
生
等
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て
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中
止
で
あ
る
。
半
額
フ
ェ
ア
も
６
月

で
終
わ
り
、
７
月
８
月
は
全
く
冷
え

込
む
。
ど
う
対
策
し
て
い
く
か
。

小
林
町
長 

我
々
が
行
動
を
起
こ
し
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
流
れ
を
感

じ
取
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
国
も
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
の
で
、

自
治
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
検
討
す
る
。

産
業
観
光
課
長

 
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

売
上
げ
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い

る
。
本
社
か
ら
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は

出
来
な
い
と
規
制
が
か
か
り
、
半
額

フ
ェ
ア
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
町
の

核
と
な
る
観
光
施
設
で
あ
り
、
今
後

の
状
況
を
注
視
し
、
何
ら
か
の
応
援

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

教
育
課
長

 

子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
必
要
な
力
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
い
う
国

の
考
え
か
ら
、
児
童
・
生
徒
に
一
人

一
台
の
端
末
を
配
備
す
る
た
め
、
校

内
も
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
と
合
わ
せ
て
一
体
的
に

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

加
藤
議
員

 

先
生
が
対
応
で
き
る
の

か
。

　

い
つ
を
目
安
に
実
施
す
る
予
定

か
。小

黒
議
員
・
髙
桑
議
員

 

緊
急
時
、
自
宅

で
リ
モ
ー
ト
教
育
を
受
け
る
事
も
考

慮
し
て
い
る
と
思
う
が
、
各
家
庭
で

ネ
ッ
ト
環
境
は
異
な
る
の
で
、
対
応

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

中
川
議
員

 

機
器
が
揃
う
な
ら
ば
、

早
急
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長
・
教
育
課
長

 

教
師
が
ス
ム
ー

ズ
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー

を
配
置
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
無
い
家

庭
に
つ
い
て
は
、
簡
易
型
の
ポ
ケ
ッ

ト
Wi-Fi
を
町
で
購
入
し
、
貸
与
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
一
刻
も
早
く
導
入

し
、
構
想
の
メ
リ
ッ
ト
が
出
せ
る
よ

う
に
、
色
々
な
人
材
を
活
用
し
て
取

組
ん
で
い
く
。

高
橋
議
員

 

第
一
・
第
二
弾
の
当
町

支
援
策
に
つ
い
て
は
大
き
な
反
響
が

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
支
援
策
は
、

よ
り
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
方
々
を
支
援
し
て
い
く
べ
き
。
今

後
の
施
策
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

総
務
課
長

 

す
べ
て
の
町
民
が
生
活

上
の
困
難
を
極
め
て
い
る
と
い
う
認

識
で
、
各
支
援
策
に
つ
い
て
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
め
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
が
正
念
場
と
思
う
。
特
別
な
支

援
が
必
要
な
方
々
に
つ
い
て
も
行
き

届
く
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
き
た

い
。高

橋
議
員

花
火
は
昔
か
ら
悪
疫
退

散
の
意
味
あ
る
。
町
民
の
士
気
を
鼓

舞
す
る
た
め
に
、
海
岸
と
西
越
両
地

域
で
打
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
有
志
で
行
う
と
し
た
ら
応
援
い

た
だ
け
る
か
。

町
長 

船
ま
つ
り
の
花
火
大
会
を
中

止
し
て
お
り
、
町
と
し
て
花
火
を
打

ち
上
げ
る
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
有
志
で
実
行
し
て
い

た
だ
く
の
で
あ
れ
ば
、
お
願
い
し
た

い
。総

務
課
長

 

大
字
相
田
の
旧
航
空

レ
ー
ダ
ー
基
地
の
跡
地
に
つ
い
て
、

株
式
会
社
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
研
究

所
に
貸
し
付
け
、
風
力
発
電
の
可
能

性
を
調
査
し
て
い
た
が
、
調
査
を
終

了
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
本
年
７

月
末
を
も
っ
て
賃
貸
借
を
終
了
す

る
。総

務
課
長

 

二
人
目
の
地
域
協
力
隊

員
と
し
て
、
７
月
１
日
付
け
で
石
坂

優
さ
ん
が
着
任
す
る
。
関
東
で
ブ
ッ

ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
さ
れ
て
い

た
。
居
住
は
舛
太
さ
ん
の
２
階
と
す

る
。小

黒
議
員

 

西
越
地
域
に
居
住
さ
れ

る
こ
と
も
今
後
検
討
い
た
だ
き
た

い
。加

藤
議
員

 

こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ

ン
、
町
外
者
の
来
町
が
増
え
る
。
三

密
を
避
け
る
意
味
で
、
旗
等
で
混
み

具
合
を
表
示
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た

流
木
に
火
を
付
け
る
事
例
が
発
生
し

て
い
る
。
事
故
防
止
対
応
を
徹
底
し

て
も
ら
い
た
い
。

産
業
観
光
課
長

 

昨
年
度
末
ま
で
に

国
・
県
か
ら
も
予
算
の
追
加
を
受

け
、
危
険
な
流
木
等
を
最
優
先
に
清

掃
を
実
施
し
た
。
今
年
度
も
海
開
き

前
ま
で
に
清
掃
を
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
清
掃
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
混
み
具
合

の
表
示
は
注
意
喚
起
で
行
う
が
、
近

隣
の
状
況
を
み
な
が
ら
対
応
し
た

い
。
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
警
察
や

消
防
と
連
携
し
て
お
り
、
今
後
も
注

意
し
て
対
応
し
た
い
。

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
に
協
議
さ
れ
た
項
目

丸
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
営
状
況
に
つ

い
て

丸
地
方
税
制
改
正
に
伴
う
条
例
の
一

部
改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

総
務
課
長

 

５
月
18
日
か
ら
通
常
登

校
・
授
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
授
業

時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
夏
休
み
は

短
縮
し
て
行
う
。

　

全
町
民
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
、
町
民
１
人
当
た
り
５
千
円
の
商

品
券
を
配
布
す
る
。
年
齢
が
75
歳
以

上
の
方
で
敬
老
会
対
象
者
に
な
っ
て

い
る
方
に
は
、
さ
ら
に
２
千
円
を
追

加
し
て
お
届
け
す
る
。

　

大
学
生
等
に
つ
い
て
、「
学
び
の

継
続
」
応
援
支
援
金
と
し
て
１
人

５
万
円
を
支
給
す
る
。

諸
橋
議
員

 

避
難
所
に
お
け
る
段

ボ
ー
ル
の
間
仕
切
り
に
つ
い
て
、
検

討
は
ど
う
な
っ
た
か
。

総
務
課
長

 

現
在
、
町
内
の
工
場
と

話
を
進
め
て
お
り
、
既
に
試
作
品
も

あ
が
っ
て
き
て
い
る
。
今
年
度
中
に

町
と
事
業
所
の
間
で
協
定
書
を
締
結

す
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

中
川
議
員

 

夏
の
イ
ベ
ン
ト
は
全
て

全
員
協
議
会

第
６
回  

6
月
9
日
㈫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

越
後
出
雲
崎
天
領
の
里

　
運
営
状
況
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
つ
い
て

第
７
回  

6
月
24
日
㈬

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う

支
援
策
と
問
題
点
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

着
任
に
つ
い
て

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

海
浜
の
整
備
と
事
故
防
止

に
つ
い
て
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一

般

質

問

一般質問一般質問一般質問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

高
橋  

速
円 

議
員

2
小
黒  

博
泰 
議
員

3
加
藤  

修
三 

議
員
質問項目

９ページ

1

1. 第２波に備えた新型コロ
ナウイルス感染対策と持
続的な経済対策　　

質問項目

10ページ

1. 緊急事態時の庁舎機能維
持について　　

三
輪  

　
正 

議
員

5
諸
橋  

和
史 

議
員
質問項目

12ページ

4

1. コロナ禍の出雲崎町のた
めに　　

質問項目

13ページ

1. 避難所の新型コロナウイ
ルス感染症対策について

2. 高齢者の補聴器購入助成を

質問項目

11ページ

1. 今後のイベント、行事の
計画と実施について　　
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一

般

質

問

Q&A第 2 波に備えた新型コロナウイルス
感染症対策と持続的な経済対策

医療体制の強化で
住民の安全、安心の確保

町長

加藤 修三 議員

加
藤

 

都
会
で
感
染
症
が
拡

大
し
て
る
中
、
親
の
介
護
で
東

京
か
ら
帰
省
の
男
性
が
卓
球
教

室
に
参
加
し
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
り
、
特
定
の
企
業
で

は
、
徹
底
し
た
自
粛
な
ど
が
さ

れ
ず
数
人
の
感
染
者
が
出
た

中
、
感
染
拡
大
の
問
題
点
の
洗

い
出
し
と
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

　

感
染
者
の
早
期
発
見
と

　
隔
離
、
治
療
等
積
極
的
に

　
対
応
し
大
規
模
感
染
拡
大
を

　
抑
え
た

町
長

 

県
内
で
は
83
名
が
感

染
し
た
が
、
死
亡
者
ゼ
ロ
で
医

療
機
関
に
よ
る
感
染
者
の
早
期

発
見
隔
離
と
染
者
の
ル
ー
ト
割

り
出
し
で
大
規
模
感
染
が
抑
え

ら
れ
、
専
門
的
に
発
熱
外
来
を

各
保
健
所
管
内
に
設
置
す
る
取

り
組
み
も
う
既
に
行
っ
て
い

る
。

加
藤

 

県
内
の
新
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
勢
い
は
無
く

な
っ
て
き
た
が
、
韓
国
や
中
国

で
は
集
団
感
染
が
発
生
し
、
世

界
中
で
15
万
人
以
上
が
感
染

し
、
新
た
な
危
険
段
階
に
入
っ

た
と
警
戒
感
を
強
め
て
お
る

中
、
こ
れ
か
ら
来
る
恐
れ
の
２

波
に
対
し
町
民
の
健
康
と
命
を

守
る
体
制
は
盤
石
か
を
伺
う
。

　
感
染
症
に
対
す
る
正
し
い
情
報

　
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
自
分

　
の
身
を
正
し
い
知
識
で
守
る
こ

　
と
を
基
本
に
し
な
が
ら
進
め
る

町
長

 

２
波
に
備
え
て
国
や

県
基
本
的
な
対
処
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く
新
し
い
生
活
様
式
を
定

着
さ
せ
、
感
染
症
に
対
す
る
正

し
い
情
報
で
拡
大
防
止
の
配
慮

と
行
動
で
対
応
し
て
い
く
。

加
藤

 

新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
町
独
自
の
支
援
で
町

民
の
不
安
を
和
ら
げ
み
ん
な
ヨ

カ
ッ
タ
と
喜
ん
で
お
り
町
の
雰

囲
気
が
一
気
に
明
る
く
な
っ

た
。
都
道
府
県
の
往
来
も
全
面

解
除
し
た
中
、
こ
の
経
済
の
活

性
化
を
維
持
す
る
考
え
を
伺

う
。

　
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

　
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
考
え
て

　
い
き
た
い

町
長

 

当
町
は
観
光
が
主
軸

を
な
す
わ
け
で
す
が
、
船
ま
つ

り
な
ど
中
止
し
た
。
一
人
で
も

多
く
当
町
に
お
い
で
い
た
だ
け

る
よ
う
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
新
し
い
視
点
で
い
ろ
い
ろ
な

面
で
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

加
藤

 

高
級
魚
の
タ
イ
や
ヒ

ラ
メ
等
の
価
格
が
、
浜
値
で
大

暴
落
し
、
漁
が
出
来
な
い
状
況

の
中
、
後
継
者
維
持
の
た
め
に

も
町
独
自
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。

　
実
態
を
把
握
し
対
応
し
て

　
ま
い
り
た
い

町
長

 

私
も
大
打
撃
を
受
け

て
い
る
こ
と
に
心
を
痛
め
て
お

り
、
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、

町
あ
り
き
の
対
応
を
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
集
団
発
生
の
問
題
点
の

洗
い
出
し
と
対
応
は
万
全

だ
っ
た
か
。

２
波
に
備
え
、
町
民
の
健
康

と
命
を
守
る
た
め
の
体
制
は

磐
石
か

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
大

打
撃
を
受
け
て
る
漁
業
者
へ

支
援
は
で
き
な
い
か

持
続
的
な
町
経
済
の
活
気
維
持

の
次
の
手
は
打
っ
て
い
る
か

持続的な経済の
　　　　　　活性化

ピンチをチャンスと
捉え新しい視点での
経済活動

町長

高級魚タイなど魚価の
暴落
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Q&A緊急事態が発生したとき、庁舎
機能はどう維持されるのか？

業務継続計画を示している
高橋 速円 議員

一

般

質

問

高
橋

 

三
月
定
例
会
で
も
質

問
し
た
が
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
と
い
う
こ

と
ば
が
あ
る
。
Ｔ
は
衛
生
的
な

ト
イ
レ
、
Ｋ
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に

配
慮
し
た
温
か
い
調
理
・
キ
ッ

チ
ン
、
Ｂ
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
。
避
難
所
で
は
こ
の
三
つ
の

改
善
が
今
の
常
識
と
さ
れ
て
い

る
。

　

い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら

な
い
複
合
災
害
、
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
も

含
め
て
深
刻
な
状
況
が
想
定
さ

れ
る
。
そ
の
時
に
肝
心
な
頭
脳

で
あ
る
庁
舎
機
能
を
ど
う
維
持

す
る
か
。
い
ろ
い
ろ
な
場
面
が

想
定
さ
れ
る
が
、
ど
う
対
策
し

て
い
る
か
。

　

町
防
災
計
画
に
示
し
て
い
る

町
長

 

業
務
継
続
計
画
の
大

綱
を
防
災
計
画
に
も
示
し
、
総

合
行
政
シ
ス
テ
ム
、
戸
籍
シ
ス

テ
ム
な
ど
、
役
場
と
中
央
公
民

館
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
げ
て

対
応
す
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。高

橋

 

役
場
庁
舎
機
能
を
中

央
公
民
館
、
多
世
代
交
流
館
き

ら
り
と
繋
げ
る
こ
と
は
理
解
す

る
が
、
い
ろ
い
ろ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
想
定
さ
れ
る
。
役
場

一
階
、
二
階
が
そ
れ
ぞ
れ
全
部

移
る
場
面
、
あ
る
い
は
課
単
位

と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
講
堂
以

外
に
視
聴
覚
室
、
研
修
室
な
ど

使
う
場
面
も
あ
る
。
ネ
ッ
ト
環

境
の
整
備
は
急
ぐ
必
要
が
あ

る
。

　
遅
滞
な
く
で
き
る

町
長

 

事
務
室
以
外
に
も

ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
可
能
だ
。

高
橋

 

確
認
す
る
と
、
中
央

公
民
館
は
完
璧
だ
と
。
こ
う
い

う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

　

ふ
れ
あ
い
の
里
も
避
難
所
に

な
っ
た
こ
と
で
整
備
を
急
ぐ
必

要
が
あ
る
。

　
非
常
時
の
住
民
対
応
が
肝
要
だ

町
長

 

真
価
を
問
わ
れ
る
の

は
非
常
時
だ
。
迅
速
に
確
実
に

し
か
も
安
全
を
確
保
す
る
。

　

こ
れ
が
一
番
の
評
価
に
な

る
。
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
町
な

り
に
補
足
し
な
が
ら
対
応
す

る
。高

橋

 

大
災
害
を
経
験
し

た
首
長
が
ま
と
め
た
、
所
謂

「
ト
ッ
プ
が
な
す
べ
き
24
ヶ

条
」
に
「
行
政
に
も
限
界
が
あ

る
こ
と
を
日
頃
か
ら
率
直
に
住

民
に
伝
え
、
自
ら
の
命
は
自
ら

の
判
断
で
自
ら
守
る
覚
悟
を
求

め
て
お
く
」
と
あ
る
。
対
話
、

普
段
か
ら
の
対
話
が
大
事
だ
。

　
共
助
、
公
助
は
も
う
限
界
だ

町
長

 

自
助
、
共
助
、
公
助

が
基
本
だ
が
、
共
助
、
公
助
は

限
界
だ
。

　

究
極
は
自
助
、
自
ら
の
命
は

自
ら
守
る
だ
。

高
橋

 

岩
手
県
知
事
が
県
民

に
向
か
っ
て
「
第
一
号
を
責
め

ま
せ
ん
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
し

た
。
出
雲
崎
も
い
ず
れ
ど
な
た

か
感
染
す
る
。
陽
性
は
悪
で
は

な
い
、
と
町
長
も
岩
手
県
知
事

に
倣
っ
て
優
し
く
町
民
に
語
り

掛
け
る
べ
き
だ
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
た

町
長

 

学
生
の
皆
さ
ん
に
は

商
品
券
を
、
元
気
を
出
し
て
頑

張
れ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

お
届
け
し
た
。

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
を
急
げ

確
認
！ 

中
央
公
民
館
は
完
璧
？

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

「
私
は
第
一
号
を
責
め
ま
せ
ん
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
出
す
べ
き
だ

行
政
に
も
限
界
が
あ
る
、
と
町

民
に
伝
え
る
べ
き
だ

「中央公民館、多世代交流館・きらり」のネット環境整備を急げ！

町長
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一

般

質

問

小黒 博泰 議員

Q&A
小
黒

 

昨
年
９
月
定
例
会
で

も
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
計
画
、
実

施
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
の
ほ

と
ん
ど
が
中
止
・
延
期
に
な
っ

て
い
る
。

　

感
染
予
防
対
策
と
し
て
仕
方

が
な
い
事
だ
が
、
収
束
の
方
向

に
向
か
い
つ
つ
あ
る
な
か
で
、

国
、
県
の
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
従
え
ば
、
こ
の
先
も
規

制
が
続
く
も
の
と
考
え
る
。
今

後
の
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
な
ど
を

開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
町
独

自
の
対
策
案
は
あ
る
か
伺
う
。

　

自
身
で
健
康
管
理
を

町
長

 

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は

中
止
に
な
り
復
活
は
無
理
だ

が
、
今
後
の
行
事
は
で
き
る
限

り
、
予
定
通
り
行
う
べ
き
と
考

え
る
。
そ
こ
に
お
け
る
対
応

は
、
非
接
触
型
体
温
計
な
り
の

対
策
を
と
り
、
皆
さ
ん
か
ら
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
、
健

康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら

参
加
し
て
も
ら
う
方
法
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
基
本
的
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
自
分
の
健
康
を
管
理

し
て
も
ら
い
、
体
力
と
免
疫
力

を
つ
け
対
応
す
る
こ
と
が
一
番

大
事
な
要
素
だ
と
考
え
る
。

小
黒

 

健
康
が
第
一
は
十
分

わ
か
る
が
、
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
・
行
事
の
規
制
や
対
策
案
の

基
準
を
設
け
な
け
れ
ば
、
先
に

進
ま
な
い
と
考
え
る
。
基
準
を

作
成
し
、
公
表
す
る
考
え
は
あ

る
か
伺
う
。

町
長

 

今
後
の
行
事
は
ど
う 

な
る
の
か
懸
念
が
あ
る
と
思
う
。

今
後
は
で
き
る
限
り
実
施
す
る

方
向
の
中
で
、
改
め
て
対
応
を

示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

小
黒

 

今
後
の
行
事
に
つ
い

て
、
感
染
予
防
対
策
を
や
っ
た

上
で
実
施
す
る
考
え
が
あ
る
か

伺
う
。

　

で
き
る
だ
け
実
施
し
た
い

町
長

 

緩
和
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
ど
ん
な
行

事
も
で
き
る
。
新
し
い
生
活
様

式
を
厳
守
し
な
が
ら
行
事
に
参

加
頂
く
様
に
、
町
と
し
て
明
確

に
今
後
の
行
事
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
町
民
各
位
に
お
知
ら
せ

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

町
が
今
後
計
画
し
て
い
る
行
事

は
、
ほ
と
ん
ど
が
規
制
に
か
か

ら
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
進

め
て
い
き
た
い
。

提
案
①　
花
火
打
ち
上
げ

小
黒

 

６
月
１
日
に
「
チ
ア

ア
ッ
プ
花
火
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
悪
疫
退
散
を
祈
願
し
て
、
全

国
一
斉
に
花
火
が
上
が
っ
た
。

今
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
花
火
業
者
を

助
け
る
募
金
を
集
め
、
全
国
で

打
上
げ
る
計
画
が
あ
る
。
出
雲

崎
煙
火
工
業
も
参
加
し
て
い
る

が
、
小
規
模
で
も
町
で
花
火
を

上
げ
ら
れ
な
い
か
。

町
長

 

花
火
大
会
は
中
止
と

し
た
中
で
、
募
金
も
関
係
機
関

に
も
お
願
い
し
て
い
な
い
。
一

人
で
も
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん

が
集
ま
っ
た
企
画
の
中
で
、
お

互
い
に
無
事
を
喜
び
合
い
頑
張

ろ
う
と
エ
ー
ル
を
交
換
し
合
う

場
所
は
必
要
だ
と
思
う
が
、
花

火
を
上
げ
る
事
に
対
し
て
は
考

え
て
な
い
。

提
案
②　
イ
ベ
ン
ト
開
催

小
黒

 

船
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ

ン
ト
は
天
領
の
里
周
辺
で
行
わ

れ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

考
え
る
と
、
集
客
人
数
、
体
温

測
定
な
ど
の
管
理
は
で
き
な
い

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
「
エ
コ

パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き
」
は
入
り

口
が
１
か
所
で
、
入
場
者
数
、

検
温
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
管
理
で
き

る
と
考
え
る
。
エ
コ
パ
ー
ク
跡

地
利
用
の
第
一
弾
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
は
で
き
な
い
か
。

町
長

 

異
色
な
、
発
想
を
変

え
た
提
案
で
あ
る
と
思
う
が
、

埋
立
地
で
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
集

客
を
考
え
る
と
、
大
き
な
課
題

も
あ
り
、
環
境
事
業
団
と
の
関

係
も
あ
る
。

　

一
人
で
も
大
勢
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
笑
い
や
安
堵
を
感
じ

る
行
事
を
し
た
い
。
気
軽
に
老

若
男
女
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
よ

う
な
場
所
を
選
定
し
な
が
ら
や

る
べ
き
と
思
う
。
エ
コ
パ
ー
ク

で
行
事
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い

小
黒

 

誰
で
も
自
由
に
は
理

想
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況
下
で

は
無
理
で
あ
る
。
先
の
事
は
誰

も
わ
か
ら
な
い
。
対
策
を
し
っ

か
り
し
た
中
で
、
町
の
観
光
、

経
済
等
に
つ
な
が
り
、
少
し
で

も
前
進
で
き
る
施
策
を
考
え
て

頂
き
た
い
。

町
独
自
の
対
策
案
は

実
施
の
考
え
は

今後のイベント、行事の
　　　計画と実施について

できる限り予定通り行うべき町長
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Q&Aコロナ禍の出雲崎町のために

移住支援対応はやっていく町長

諸橋 和史 議員

一

般

質

問

諸
橋

 

今
世
界
中
が
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
に

戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
。
経

済
・
教
育
・
人
の
流
れ
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
再

度
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
受

皿
を
考
え
て
行
き
、
今
在
宅
勤

務
の
浸
透
で
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え

る
人
が
増
え
て
、
当
町
の
空
き

家
対
策
に
通
じ
る
と
思
う
。
町

長
に
伺
う
。

町
長

 
町
は
平
常
時
、
恒
久

的
に
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
と
っ

て
い
る
。
移
住
・
定
住
支
援
サ

イ
ト
を
開
設
し
て
空
き
家
バ
ン

ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
移
住
相

談
会
の
参
加
等
、
今
年
度
か
ら

東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉

に
在
住
し
て
、
東
京
23
区
に
通

勤
し
て
い
る
方
が
出
雲
崎
に
移

住
し
た
場
合
、
移
住
支
援
金
を

交
付
事
業
も
実
施
、
新
た
な
法

律
と
し
て
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
も
実
施
、
新
た
な
法
律
と
し

て
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推
進

法
を
施
行
し
て
、
過
疎
地
域
の

人
材
確
保
を
支
援
す
る
制
度
も

創
設
さ
れ
た
。
制
度
を
充
分
研

究
し
な
が
ら
関
東
圏
な
り
、
い

ろ
い
ろ
皆
さ
ん
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

を
促
進
し
て
い
く
。

諸
橋

 

12
月
議
会
で
も
話
し

た
、
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
（
二
拠

点
生
活
）
今
オ
ン
ラ
イ
ン
出

勤
、
リ
モ
ー
ト
通
信
等
企
業
に

勤
め
な
が
ら
田
舎
暮
ら
し
が
で

き
る
。
出
雲
崎
の
中
で
拠
点
化

す
る
に
は
通
信
の
問
題
が
難
点

が
あ
る
と
思
う
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

空
き
家
対
策
に
再
度
踏
み
込
ん

だ
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長

 

企
業
の
対
応
も
果
た

し
て
う
ま
く
い
く
の
か
ど
う

か
、
私
は
対
面
で
意
見
交
換
を

し
た
方
が
良
い
。
た
だ
し
、
そ

う
い
う
流
れ
は
出
て
い
る
。
そ

う
い
う
点
に
対
す
る
整
備
は
進

め
る
考
え
で
あ
る
。

諸
橋

 

私
自
身
も
遅
れ
て
い

る
。
若
い
世
代
は
リ
モ
ー
ト
で

物
事
を
や
る
事
に
全
く
違
和
感

な
く
や
っ
て
い
る
。
仕
事
自
体

も
進
ん
で
い
く
と
思
う
。
ま

た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
や
っ
た
こ
と
の
あ
る

人
は
60
～
65
％
、
そ
の
う
ち

30
％
の
人
が
地
方
に
住
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
光
通
信
、
Wi-Fi
等

の
整
備
を
行
っ
て
い
く
の
か
伺

う
。町

長

 

当
町
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光

回
線
は
全
部
整
備
さ
れ
て
い

る
。
各
家
庭
で
つ
な
げ
ば
町
内

ど
こ
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
は
可
能

で
あ
る
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は

こ
れ
以
上
の
計
画
は
無
い
。

個
々
別
々
の
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
Wi-Fi

の
中
で
端
末
も
入
れ
て
頑
張
り

た
い
と
い
う
人
に
積
極
的
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

リモート通信
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一

般

質

問

三輪 　正 議員

Q&A
三
輪

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
避
難

所
の
過
密
を
抑
え
る
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
避
難
所
で

の
「
３
密
」
対
策
な
ど
町
の
対

応
を
伺
う
。

町
長

 

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
と
発
熱
や
せ
き
等
の
症
状

の
方
々
の
避
難
所
の
追
加
、
非

接
触
型
体
温
計
60
個
、
マ
ス
ク

等
用
意
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の
里

は
個
室
で
対
応
、
医
療
機
関
と

連
携
を
取
る
体
制
で
あ
る
。

三
輪

 

避
難
所
が
増
え
る
と

町
職
員
だ
け
で
は
不
足
と
な

り
、
町
外
通
勤
者
も
多
い
。
地

域
や
関
係
機
関
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
事
前
に
打
ち
合
わ
せ

や
訓
練
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長

 

要
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
職
員
だ
け
で
な
く
、
平

時
、
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
密
に

し
て
い
き
た
い
。

三
輪

 

津
波
、
大
雨
な
ど
災

害
の
状
況
に
よ
っ
て
避
難
所
の

使
用
が
変
わ
る
。
上
越
市
、
弥

彦
村
な
ど
で
は
避
難
所
の
入
口

に
災
害
別
の
開
設
や
海
抜
が
表

示
さ
れ
、
普
段
か
ら
住
民
に
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
配
布
さ
れ
避
難
所
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
に

は
分
か
り
に
く
い
。
説
明
会
が

必
要
と
考
え
る
が
。

町
長

 

災
害
に
よ
り
状
況
が

変
わ
る
の
で
、
広
報
等
周
知
を

徹
底
に
努
め
る
。
表
示
看
板
は

大
事
だ
と
考
え
る
。

三
輪

 
避
難
所
と
し
て
最
適

な
施
設
で
あ
る
が
、
裏
の
た
め

池
は
町
内
最
大
で
あ
り
、
過
去

災
害
も
発
生
し
て
い
る
。
防
災

重
点
の
た
め
池
で
も
あ
る
。
堤

防
の
強
化
と
大
雨
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

 

ふ
れ
あ
い
の
里
管
理

者
に
は
大
雨
時
、
し
っ
か
り
と

状
況
を
見
守
り
、
状
況
に
よ
っ

て
は
直
ち
に
避
難
す
る
よ
う
に

指
示
し
て
あ
る
。
池
は
道
路
と

護
岸
堤
防
と
二
重
に
な
っ
て
お

り
、
池
の
水
量
も
「
一
定
以
上

貯
め
る
な
」
と
指
示
し
て
あ

る
。三

輪

 

加
齢
に
よ
る
難
聴
の

た
め
相
手
と
の
会
話
が
う
ま
く

い
か
な
い
。
引
き
こ
も
り
や
認

知
症
に
な
り
や
す
い
な
ど
の
弊

害
が
出
て
い
る
。

　

県
内
で
は
刈
羽
村
、
聖
籠

町
、
三
条
市
な
ど
が
助
成
を
実

施
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
多
い

当
町
は
困
っ
て
い
る
人
も
多

い
。
補
聴
器
は
高
価
で
あ
り
、

高
齢
者
の
生
活
、
地
域
の
活
動

維
持
の
た
め
是
非
と
も
助
成
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長

 

県
内
で
は
昨
年
、
日

本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
新
潟
県
地

域
部
会
よ
り
認
知
症
や
う
つ
病

の
予
防
に
な
る
補
聴
器
助
成
の

提
言
が
あ
っ
た
。
国
で
も
補
聴

器
の
予
防
効
果
を
検
証
研
究
中

で
あ
る
。
当
町
は
国
や
県
、
各

市
町
村
の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
開
設
に
地
域
、

関
係
機
関
の
協
力
体
制
を

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
裏
の

た
め
池
の
安
全
対
策
を

避難所の感染病対策を

対策に全力で当たる町長

避
難
所
入
口
に
表
示
看
板
を

ため池（渡内池）の防災対策を（大門）

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
を

国
や
県
内
の
動
向
を
注
視
し

検
討
を
進
め
る

町
長
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もくじもくじ
６月定例会
４月臨時会
小学生議会見学
議会のうごき
全員協議会
一般質問（５人が町政をただす）
議会モニター意見交換会

６月定例会
４月臨時会
小学生議会見学
議会のうごき
全員協議会
一般質問（５人が町政をただす）
議会モニター意見交換会

６月定例会
４月臨時会
小学生議会見学
議会のうごき
全員協議会
一般質問（５人が町政をただす）
議会モニター意見交換会

　七
夕
を
前
に
し
た
日
曜
日
、
歴

史
や
五
郎
兵
衛
で
、
近
く
の
子
ど

も
た
ち
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
素

敵
な
七
夕
飾
り
が
出
来
ま
し
た
。

　折
し
も
、
九
州
熊
本
県
の
豪
雨

災
害
、
東
京
都
や
全
国
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
じ
わ
じ
わ
と

増
え
て
い
る
等
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
日
で
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
、こ
ん
な
に
い
っ

ぱ
い
願
い
事
し
て
大
丈
夫
か
な
、

い
や
い
や
、
願
わ
な
き
ゃ
叶
わ
な

い
か
ら
と
言
い
な
が
ら
、
頑
張
っ

て
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
り
ま
す
よ
う
に
」

「
川
が
あ
ふ
れ
出
ま
せ
ん
よ
う
に
」

「
来
年
こ
そ
は
祭
り
が
で
き
ま
す
よ

う
に
」

「
平
和
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
」

そ
し
て
、

「
み
ん
な
の
お
願
い
事
が
叶
い
ま
す

よ
う
に（
わ
た
し
の
も
）」

　き
っ
と
叶
う
か
ら
・・
。
短
冊
が

風
に
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

　

   

　
　
　
　
　
　（髙
桑
佳
子
）

　
　
委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
安
達
一
雄

　
　
委
　
員
　
　
中
野
勝
正

　
　
委
　
員
　
　
三
輪
　
正

　
　
委
　
員
　
　
小
黒
博
泰

　
６
月
定
例
会
の
補
正
予
算

は
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
が
主
な
内
容
で
し

た
。

　
こ
の
感
染
症
に
よ
り
、
経

済
へ
の
影
響
が
長
期
化
す
る

懸
念
が
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
町
も
、
コ
ロ
ナ
と
の
共

存
を
前
提
に
、
新
し
い
生
活

様
式
を
守
り
な
が
ら
、
町
の

活
性
化
を
推
し
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
で
の
会
議
も
、
密

閉
、
密
集
、
密
接
は
避
け
て

通
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

困
難
な
問
題
が
あ
る
時
こ

そ
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

議
員
全
員
が
力
を
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民

と
共
に
歩
む
議
員
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
議
員
全
員
が
質

の
高
い
議
会
を
目
指
し
て
、

努
力
、
研
鑽
し
て
参
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
の
架
け
橋
の
役
割

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
ご

協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
中
野
勝
正
）
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コロナがおさまりますように
議会だより
QRコード

モニターの皆さんからのご意見ご参加いただいた第３期議会モニターの皆さん
南波久敏さん  島明日香さん  遠藤敬子さん  佐藤光代さん  金子俊治さん南波久敏さん  島明日香さん  遠藤敬子さん  佐藤光代さん  金子俊治さん

7　
　 7 議会×議会モニター　意見交換会

一般質問について
時代に則した鋭い質問もあり、
毎回楽しみである。質問内容
が、枝葉に分かれていき、本来
の質問との違和感を持つことが
あった。表現が甘く、伝わりに
くい部分もあり、全体的にもう
一押しが欲しい。

時代に則した鋭い質問もあり、
毎回楽しみである。質問内容
が、枝葉に分かれていき、本来
の質問との違和感を持つことが
あった。表現が甘く、伝わりに
くい部分もあり、全体的にもう
一押しが欲しい。

議会だよりを読んで
写真やグラフを使い工夫されていて、以前より大変
見やすくなり、毎回楽しみである。
２色刷りだが、現在の青色よりも緑色の方が見やす
いのではないか。

写真やグラフを使い工夫されていて、以前より大変
見やすくなり、毎回楽しみである。
２色刷りだが、現在の青色よりも緑色の方が見やす
いのではないか。

皆さんのご意見を今後に活かして参ります。ありがとうございました。
令和２年９月10日からは新たに議会モニターの任期が始まります。
募集について、詳しくは、７月の回覧文書及び広報いずもざき８月号をご覧ください。
皆様に関心を持っていただけたら嬉しいです。

皆さんのご意見を今後に活かして参ります。ありがとうございました。
令和２年９月10日からは新たに議会モニターの任期が始まります。
募集について、詳しくは、７月の回覧文書及び広報いずもざき８月号をご覧ください。
皆様に関心を持っていただけたら嬉しいです。

全員協議会について
事前通告によって、分かり
やすくなった。根拠がな
く、思いつきのままでは意
見が伝わらない。対案を持
って臨んでもらいたい。

事前通告によって、分かり
やすくなった。根拠がな
く、思いつきのままでは意
見が伝わらない。対案を持
って臨んでもらいたい。

議会改革を進めるために
議員の勉強会やサロン議会はとても良いこと
だと思う。行政の現状を知り、町民の声を結
びつけて欲しい。

議員の勉強会やサロン議会はとても良いこと
だと思う。行政の現状を知り、町民の声を結
びつけて欲しい。

議会モニターについて
人数を増やすということだが、ただ募集するだけでは集
まらない。議会に関心を持ってもらうためにも、「意見
を聞きたい」と目的を持って各種団体から、参加いただ
くのが良いと思う。
また、議会のきまりやしくみは難しいので、モニターに
は最初に教えて欲しい。

人数を増やすということだが、ただ募集するだけでは集
まらない。議会に関心を持ってもらうためにも、「意見
を聞きたい」と目的を持って各種団体から、参加いただ
くのが良いと思う。
また、議会のきまりやしくみは難しいので、モニターに
は最初に教えて欲しい。


